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研究 目的 ・内容

熱QCD/QEDの 温度 ・密度 に依存 す る相構造 や相転 移 の研 究 は理論 ・実験 の両面 か ら重 要で あ

る。 こ こで は、解析 的分 析 が可能 で 、かつ 先行 す る多 くの分析 結果 と比 較検 討 が可能 なDyson-

Schwinger(DS)方 程式 に よる処方 を用 いて カイラル対称 性(フ ェル ミオ ンの質量 と関係す る)の 破

れ と回復 の機構 につい て調べ る。

2.研 究方法 ・計算方法

先 に求め た物理質量 Σliに対す るDS方 程式 を用 いて、解析 的計 算お よびFORTRANに よる数値計

算 を行い なが ら相転移 の機構 の分析 を行 う。 この とき、1)ゲ ージボ ソンの真 空偏極Hと の連 立方程

式 になる。如何 に、 「適切 な」 近似 を行 って解析す るか。2)熱 場(有 限温度 の場)に おい ては、通

常用い られ るladder近 似 は良い近似 ではない。そ こで、硬熱 ループ近似 をゲージボ ソンの伝播 関数

とともに頂 点関数 に も用 いてDS方 程式 の分析 を行 う。 な どに注 意 しなが ら、検討 を行 う必 要があ

る。 しか しなが ら、い きな り上記 の分析 を行 うのは困難であ るので、本 年度 は1adder近 似 を用いて、

そのゲージ依存 性 に関す る分析 を中心 に計 算 を実行 した。 ゲージパ ラメー タを導 入 して、Ward恒

等式 とも矛盾 しない ような解 を求めて分析 を した。

3.研 究成果

解析的 ならび に数値的解析 を実行 中である。特 に、数値的解析 のため、FORTRANに よるプ ログ

ラムを作成 し、計 算 中で ある。Ward恒 等式 と"無 矛盾"な 解 を求 める ことがで きた。詳細 な分析

は現在実行 中である。
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